
環境省「地域脱炭素社会の実現に向けて」を参考に作成

住宅用太陽光発電の導入について
～ 再エネ導入の経済的メリット分析 ～



太陽光発電設備を設置して経済的メリットが本当にあるの？

試算条件

⚫ 徳島県北島町の３人家族（大人２人、子供１人）（共働き）

⚫ エコキュートを導入し昼間の電気でお湯を沸かしておく（オール電化）

⚫ 5kWの太陽光、５kWhの蓄電池を導入（自己所有）

⚫ 蓄電池は自家消費モード

⚫ 設備費用は太陽光のみで約１5０万円、太陽光＋蓄電池で約２20万円

⚫ 電気代上昇率２％/年



太陽光発電設備を設置して経済的メリットが本当にあるの？

太陽光発電設備を設置すると・・・

電気代は1/３になります！

さらに蓄電池を設置して、発電した電気をうまく使えると・・・

電気代は１/10以下になります！！

太陽光発電なし 太陽光発電あり 経済的メリット

315,400円/年 97,100円/年 218,300円/年

太陽光発電なし 太陽光発電+蓄電池 経済的メリット

315,400円/年 8,600円/年 306,800円/年

太陽光発電設備と蓄電池を設置すると経済的メリット以外に・・・

災害などの停電時に電源として使用でき、万が一の時にも安心です！



「補助金を活用する」と「FITで売電する」はどちらがお得なの？

FIT売電と補助金を活用して設備導入を比較すると・・・

FIT活用（蓄電池あり） 経済メリット（千円）

削減電気代 6,135

売 電 収 入 160

補 助 金 0

合 計 6,295

売電単価はFIT:15円/kWh、非FIT:7円/kWh（FIT活用の場合：FIT単価１０年間＋非FIT単価１０年間、補助活用の場合：非FIT単価20年間）で試算

補助活用（蓄電池あり） 経済メリット（千円）

削減電気代 6,135

売 電 収 入 100

補 助 金 585

合 計 6,820

補助金を活用して設備導入する方が断然お得です！

FIT活用（蓄電池なし） 経済メリット（千円）

削減電気代 4,365

売 電 収 入 500

補 助 金 0

合 計 4,865

補助活用（蓄電池なし） 経済メリット（千円）

削減電気代 4,365

売 電 収 入 320

補 助 金 350

合 計 5,035



【参考】試算条件

年間電力消費量 5,520kWh

導入設備 太陽光発電 5kW

蓄電池 5kWh

想定設備利用率 １４％

年間想定発電量 6,100kWh

自家消費量（率） 蓄電池あり 5,370kWh(88%)

蓄電池なし 3,820kWh(63%)

余剰電力量（率） 蓄電池あり 730kWh（12％）

蓄電池なし 2,280kWh（37％）

設備費用
（調達価格意見、補助上限額より設定）

太陽光発電 150万円

蓄電池 70万円

補助金額 太陽光発電 35万円

蓄電池 23.5万円

電力量単価（１年目）
（四国電力_低圧自由料金より設定）

賦課金除く 44.16円/kWh

賦課金含む 47.65円/kWh

電力量単価上昇率 ２％/年

売電単価 FIT 15円/kWh

非FIT 7円/kWh

買取期間 10年

設備運用期間 20年


